
 

天溪の国内ツアー 「2023年 4月発 世界遺産の小笠原諸島」 

 

鯨と亜熱帯の動植物を求め 4月 2日～4月 7日 小笠原ツアーを行いました。小笠原諸島は太平洋の広大な海域に散在

する大小 30 余りの島々の総称で （父島、母島、南鳥島、沖ノ鳥島など）、海洋島独自の生態系が認められ、平成 23 年世

界自然遺産に登録されました。 

目的地の父島、母島は東京の南方 約 1000Kmに位置し、定期船おがさわら丸で 24時間。この時期は台風や季節風の影

響が少なく、海は比較的穏やかです。ところが乗船前の待合室で 「発達中の低気圧により航海中は揺れが予想されます」 

と放送が有り嫌な予感が?? 久里浜沖を過ぎ、外洋に出たころから揺れはじめ、八丈島沖を過ぎてから時折激しい揺れに、

筆者はゆりかご気分で気持ち良く夢の中へ。  

翌朝の船内放送てビックリ、 高波 6m 以上の大しけで本船の父島二見港入港は１時間 20 分遅れ、状況により接岸を延期。 

ははじま丸は今日出港するが 明日は欠航、明後日午前便も欠航、午後便は当日午前 10時頃決定。 さあ大変だ！ 

前回 12月は記録的な大雨、今回は波浪警報が発令され 6ｍ以上の高波、中々ショッパイ天気です。 

 

 

（ザトウ鯨の親子） 

〇予定変更 

時ならぬ大しけにより ははじま丸の運行スケジュールは最悪。予定していた乳房山登山など母島観光を諦め、急遽父島

滞在。悪天候と言え母島の宿の皆さん、自然ガイドさん、大変申し訳御座いません。 

 

   

   (竹芝桟橋）  

 

〇父島観光旅行＆ハイキング 

母島に渡らなかったので初日は父島の島内観光へ。強風で海に無数の白波が立ち、これじゃ船は出ないと判る有様でし

たが、天気は曇り時々晴れ。太平洋戦争の戦史跡などを見ながら島内を一周。写真の高射砲の残骸は戦争中にこれで将

来大物になる政治家の戦闘機を撃墜したような?? 



翌日は予定通り父島１日ハイキング。テキーラ原料のリュウゼツランが生え（外来種）、恰もインカト・トレイル気分で目的地

の千尋岩（ハートロック）上端へ。千尋岩は海上から見える赤茶けた地層がハート型をしておりこの名前が付いたそうですが、

到達点は断崖絶壁の上に有り見ることが出来ません。 

 

（千尋岩先端） 

   

       （沈潜）                           (高射砲台座) 

   

(マルハチ） 

   

（登山口）                                                     (リュウゼツラン） 

   

            (千尋岩上部）                                                     （ガジュマル） 



 

〇南島とホエールウオッチング 

多少うねりは有るものの小舟で南島へ。山田船長の絶妙な操船で入江に入り上陸開始。（余談：筆者 1級小型船舶免許所持） 

南島はカツオドリの繁殖地やカタマイマイの化石で知られる世界遺産。島の稜線から昨日ハイキングしたハートロックが海

面から大きく見えます。 

南島から帰港する途中で鯨の群れを発見、あちこちで塩を大きく噴き上げる光景を見ることが出来ました。潮の噴き上げか

ら 2家族が泳いでいたと思われ、大海原でもクジラは大きく迫力が有ります。 

おがさわら丸が父島を離れる時は沢山の船がお見送りをしれくれます。黄色い船は 40 年近いお付合いの山田船長の船。

小笠原のマリンレジャーに興味が有る皆様は如何でしょうか、ダイビングサービス KAIZIN  http://www.kaizin.com 

驚くことに今回は見送り船の後方にも塩吹く鯨が現れ私達を見送ってくれました。 

母島には行けなくても鯨の歓鯨と送鯨に感謝でした。 

 

 

（ザトウクジラの潮吹） 

 

   
（海からの千尋岩） 

   
（世界遺産南島）                                                      (二見港 見送り 

 

                                                                        

http://www.kaizin.com/


     

                                 (世界遺産 南島)                          （ザトウクジラ） 

 

天渓/赤沼 

 

◎天渓 2023年 海外ハイキング 

 

コロナばかりか円安、航空運賃・燃油サーチャージ高、現地のインフレ、ウクライナ情勢 など、海外ハイキングには厳しい 

状況ですが 2023年はツアーを再開いたします。  

 

＜ツアー状況＞  (4月 15日現在) 

2023 年 

〇花のアルプス・ハイキング（スイス） 9日間  6月 27日～7月 5日 ＜ほぼ満席＞ 

〇ツールドモンブラン 10日間  7月 4日～7月 13日 ＜満席＞ 

〇花のアルプス・ハイキング（イタリア） 9日間  7月 13日～7月 21日 ＜ほぼ満席＞ 

〇ピレネー国境横断ハイキング 10日間  7月 19日～7月 28日 ＜中止＞  

※ゴリッツ小屋改修の為 

〇カナディアンロッキーと秋オーロラ 9日間 9月 5日～9月 13日 ＜検討中＞ 

〇キリマンジャロ登頂とサファリ 12日間  9月 30日～10月 11日 ＜ほぼ満席・日程変更> 

※1日延長、サファリはンゴロンゴロ 

〇エベレスト街道・ゴーキョピーク 15日間 11月 7日～11月 21日 ＜検討中＞ 

 

2024 年 

〇NZ・ミルフォードトラックと Mt クック 10日間 1月 14日～1月 23日 ＜募集中・日程変更＞ 

 

（マウントクックビレッジ） 


